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（保留）

　本研究開発は平成 1７年度に㈱西山が長崎県の 「経営革新

補助事業」 に採択されたテーマです。 そして㈱西山と窯業技

術センターおよび （有） 渕野陶磁器原料で共同研究を行い、

1 ヶ年の研究期間で独自の低膨張性素材を開発し、 特許 （特

願 2006－79451） を出願しました。

　平成 18 年～ 19 年度の２ヵ年間、 （株） 西山と窯業技術セ

ンターは共同で電磁調理器用鍋の量産化に取り組み、 その

技術を確立させて商品化しました。

　平成２０年度の 1 ヶ年間、 （株） 西山と窯業技術センターは

電磁調理器用鍋の品質安定化に取り組み、 歩留まりよく生産

できる技術を確立しました。

　現在、 更なる販路拡大を目指して新商品の開発に取り組ん

でいます。 写真はその 1例を示したものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（陶磁器科　梶原）

共同研究活用事例２ （株式会社　西山 ：電磁調理器対応型陶磁器）

（保留）共同研究活用事例３ （JA 全農長崎 ： 「ながさき恋みかん」）

　長崎県窯業技術センターでは、陶磁器分野、無機材料分野、デ

ザイン分野の支援を行っていますが、デザイン分野では、陶磁器を

はじめ、陶磁器に限らず県内のいろいろな分野の企業や団体のデ

ザイン支援を行っています。

　今回は、ＪＡ全農長崎（全国農業協同組合連合会　長崎県本部）

からの技術支援依頼を受けて、新しく開発した「長崎恋みかん」の

ボトルラベルやパッケージのデザイン支援についてご紹介いたしま

す。ＪＡ全農長崎では、この度、長崎県産の温州みかんを100パー

セント使用した「長崎恋みかん」という新しいブランドを立ち上げる

にあたり、これまでとは異なる高級感のあるイメージ戦略を打ち出

したいとのことで、デザインの依頼がありました。価格の設定や商

品の展開についても検討を行い、「プレミアム」のロゴを用いシンプ

ルで高級感のあるデザインを採用しました。現在商品は、ギフトを

はじめ、長崎空港などでも販売を展開しており、販売開始から売れ

行きは好調であるとのことです。

　センターでは、陶磁器のデザインはもちろんのこと、様々な分野

のデザインのお手伝いをさせていただきますので、どうぞお気軽に

デザインスタッフへご相談ください。　　　　　　（研究開発科　桐山） ●「長崎恋みかん」のラベルデザイン

●電磁調理器用鍋










